
犬
江
親
兵
衛
の
初
陣

犬
江
親
兵
衛
の
初
陣

は
じ
め
に

　
仁
を
根
と
し
て
、
余
の
七
行
は
、
各
節
な
り
。
然
ば
孝
悌
忠
信
も
、
又
義

　
も
礼
智
も
仁
な
け
れ
ば
、
そ
の
徳
聖
に
至
り
が
た
か
り
・
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
九
輯
巻
之
八
）

右
の
ご
と
く
、
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
（
以
下
『
八
犬
伝
』
）
で
は
、
仁
義
八

行
の
中
で
「
仁
」
が
最
も
徳
が
高
大
。

　
本
稿
で
は
、
そ
の
重
要
な
「
仁
」
を
司
る
犬
江
親
兵
衛
の
初
陣
「
館
山
城
合

戦
」
に
、
『
三
国
志
演
義
』
「
黄
巾
の
乱
」
と
、
聖
徳
太
子
伝
承
「
夷
合
戦
」
が

利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
馬
琴
が
如
何
に
し
て
親
兵
衛
の
「
仁
」
を

形
成
し
た
の
か
を
考
察
す
る
。

一

三
二

三
　
　
宅
　
　
宏
　
　
幸

「
館
山
城
合
戦
」
と
『
三
国
志
演
義
』
「
黄
巾
の
乱
」

　
『
八
犬
伝
』
第
九
輯
巻
之
四
、
墓
田
素
藤
は
諏
訪
の
社
で
野
宿
し
た
夜
に
、

疫
鬼
と
玉
面
嬢
の
や
り
と
り
を
盗
み
聞
く
。
原
文
を
以
下
に
示
す
。

這
樹
の
虚
に
は
神
水
あ
り
、
黄
金
を
浸
す
事
、
一
昼
夜
に
し
て
、
這
水
を
、

病
人
に

し
な
ば
、
病
著
立
地
に
症
り

怪
物
の
、
う
ち
相
譚
ひ
し
、
そ
の

（
病
人
に
ー
稿
者
補
）
件
の
水
を
・

ん
。
…
…
素
藤
は

の
趣
を
、

は

と
も
な
く
聞
果
て
…
…

し
に
け
り
。
…
…
－
・
件
の

を
、
受
戴

き
て
飲
た
る
に
、
時
を
移
さ
ず
快
然
と
、
心
地
清
や
か
に
な
り
し
か
ば
、

雀
躍
し
た
る
不
勝
の
歓
び
、

を
覚
ず
。

素
藤
を
神
と
し
て
拝
み
て
、
感
涙
坐
に
我
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
九
輯
巻
之
四
）

右
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
は
、
次
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
素
藤
が
「
黄
金
水
」
の
作
り
方
を
聞
き
、
生
成
し
て
病
人
に
与
え
る
。

③
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②
「
黄
金
水
」
を
病
人
が
飲
む
と
、
病
気
が
治
る
。

　
③
人
々
は
感
謝
し
、
素
藤
を
伏
し
拝
む
よ
う
に
な
る
。

　
こ
の
場
面
に
関
す
る
従
来
の
研
究
は
い
く
つ
か
あ
紐
。
中
で
も
麻
生
磯
次

「
馬
琴
の
讃
本
に
及
せ
る
中
国
文
學
の
影
響
」
（
『
江
戸
文
學
と
中
国
文
學
』
三

省
堂
、
▽
几
四
六
年
五
月
）
は
、
「
源
金
太
素
藤
が
樹
精
と
疫
鬼
の
問
答
を
聞

き
ヽ
疫
病
を
救
ふ
話
（
な
皿
十
）
は
専
ら
捜
神
記
（
ま
）
の
趣
向
で
あ
る
が
ヽ
三
国

志
演
義
の
張
角
の
面
影
を
も
加
味
し
た
や
う
で
あ
る
」
と
、
素
藤
と
『
三
国
志

演
義
』
の
張
角
と
の
関
連
を
推
測
し
た
。
だ
が
「
黄
巾
の
乱
」
と
の
関
連
は
他

に
も
存
在
す
る
。
よ
っ
て
麻
生
論
文
の
推
測
は
確
定
で
き
る
と
考
え
る
。

　
『
三
国
志
演
義
』
で
張
角
は
、
「
黄
巾
の
乱
」
の
首
領
と
し
て
物
語
序
盤
に
登

場
す
る
。
そ
の
「
黄
巾
の
乱
」
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
、
劉
備
・
関
羽
・
張
飛
は

義
兄
弟
の
契
り
を
結
び
、
義
勇
軍
を
結
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
黄
巾
の
乱
」
を
起
す
前
、
張
角
は
仙
術
を
学
び
、
そ
の
術
を
も
っ
て
人
々

の
病
を
治
癒
す
る
。
毛
宗
尚
評
『
三
国
志
』
を
以
下
に
引
用
す
紐
。

中
平
元
年
正
月
丙
疫
気
流

張
角
散
施
符
水

詐
言
角
有
徒
弟
五
百
傍
人

②
為
人
治
病
自
栴
大
賢
良
師

　
　
　
　
　
　
　
（
巻
之
口

　
　
来
て
、
自
ら
其
過
を
懺
悔
し
、
皆
立
ど
こ
ろ
に
平
復
す
　
　
　
（
巻
之
口

　
張
角
は
「
符
水
」
で
人
々
の
病
を
治
し
、
信
頼
を
得
る
。
水
で
病
を
治
す
点

は
、
『
八
犬
伝
』
に
お
け
る
素
藤
の
逸
話
と
合
致
す
る
。

　
馬
琴
の
所
蔵
す
る
『
後
漢
書
』
「
皇
甫
嵩
伝
」
に
は
、
「
張
角
：
：
に
符
水
呪
説

②

し
て
、
以
病
を
療
む
。

③

病
者
頗
る
愈
ゆ
。

百
姓
信
向
す
」
と
、
『
三
国
志
演
義
』

と
同
じ
記
述
が
見
え
娠
。
加
え
て
、
三
国
志
絵
本
『
三
国
志
㈲
伝
』
（
重
田
貞

一
訳
、
天
保
元
年
〔
一
八
三
〇
〕
ル
）
が
、
『
八
犬
伝
』
第
九
輯
刊
行
以
前
に

出
版
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
張
角
の
口
絵
に
「
施
符
水
治
病
」
と
見
え
る
こ
と

か
ら
、
「
符
水
」
は
女
性
や
子
ど
も
と
い
っ
た
読
者
層
に
も
受
容
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
。

　
次
に
、
『
八
犬
伝
』
第
九
輯
巻
之
六
で
、
素
藤
が
妙
椿
の
妖
術
を
使
い
、
里

見
の
御
曹
司
義
通
を
誘
拐
す
る
話
を
取
り
あ
げ
る
。
里
見
の
君
主
で
あ
り
・
、
義

通
の
父
義
成
は
事
の
顛
末
を
聞
き
、
妖
術
破
り
の
方
法
を
述
べ
る
。

　
　
賊
将
墓
田
素
藤
は
、
必
幻
術
あ
る
も
の
な
ら
ん
。
そ
を
折
く
に
咤
①
問
圓

　
糞
水
韮
大
蒜
な
ン
ど
を
、
漉
掛
る
に
優
こ
と
な
し
　
　
（
第
九
輯
巻
之
六
）

同
様
に
第
九
輯
巻
之
十
一
で
も
、
里
見
の
家
臣
荒
川
清
澄
が
次
の
よ
う
に
言

　
ま
た
江
戸
期
に
普
及
し
、
内
容
の
理
解
し
や
す
い
『
通
俗
三
国
志
』
（
湖
南
　
　
う
。

文
山
著
、
元
禄
二
年
〔
一
六
八
九
〕
序
）
の
該
当
箇
所
を
記
ぬ
。

其
頃
天
下
大
い
に
疫
病
行
は
れ
て
、
死
す
る
人
多
か
り
け
れ
ば
憚
張
角
普

ね
く
符
水
を
施
す
に
ヽ
②
験
を
得
ず
と
云
ふ
者
な
く
ヽ
書
付
張
角
か
座
前
に

犬
江
親
兵
衛
の
初
陣

幻
術
を
折
く
に
は
、
糞
汁
大
蒜
、

の
鮮
血
、
汚
機
れ
し
物
を
漉
ぎ
掛

　
る
に
、
し
く
こ
と
な
し
、
と
漢
籍
に
見
え
た
り
。
　
（
第
九
輯
巻
之
十
口

さ
ら
に
、
里
見
方
と
素
藤
方
の
人
質
交
換
に
際
し
、
素
藤
は
登
桐
と
浦
安
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三



　
　
　
　
　
犬
江
親
兵
衛
の
初
陣

里
見
に
還
す
。
だ
が
実
は
二
人
と
も
人
形
で
あ
っ
た
。
妙
椿
の
妖
術
に
よ
っ
て

藁
人
形
が
二
人
に
変
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
妖
術
が
暴
か
れ
た
箇
所
は
、

　
　
敵
の
使
介
の
倶
し
て
来
た
り
し
、
登
桐
主
浦
安
主
に
…
…
謬
て
薬
碗
を
、

と
り
落
し
っ
へ
那
人
達
に
、
漉
ぎ
か
け
候
し
に
…
…
変
じ
て
両
個
心
）
願

　
　
偶
児
に
、
な
り
て
こ
そ
候
な
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
九
輯
巻
之
十
口

と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
次
の
二
点
が
確
認
で
き
る
。

　
①
妖
術
を
破
る
に
は
、
「
獣
血
」
、
「
糞
水
」
、
「
韮
大
蒜
」
な
ど
の
「
汚
機
れ

　
　
し
物
」
を
濯
ぎ
か
け
る
点
。

　
②
妖
術
が
敗
れ
る
と
、
藁
人
形
（
草
偶
児
）
に
な
る
点
。

　
「
黄
巾
の
乱
」
で
賊
は
妖
術
を
使
い
、
風
雷
を
起
し
黒
雲
か
ら
人
馬
の
兵
を

出
す
。
劉
備
は
朱
筒
と
相
談
し
、
妖
術
破
り
を
実
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

中
よ
り
、
人
馬
潮
の
湧
か
如
く
に
討
っ
て
出
で
け
れ
ば
、
玄
徳
急
に
引
退

く
、
賊
軍
こ
れ
を
追
っ
て
、
已
に
山
そ
ば
の
路
を
通
る
所
に
、
一
脈
の
鍼

砲
ひ
ゞ
き
、
五
百
の
官
軍
ひ
と
し
く
出
で
て
憚
か
の
機
れ
た
る
者
を
酒
ぎ

け
れ
ば
ヽ
忽
ち
空
中
よ
り
ヽ
或
庄
紙
に
て
作

　
　
－

　
　
馬
な
ん
ど
、
紛
々
と
し
て
地
に
落
ち
、
風
雷
自
ら
息
に
け
る
　
（
巻
之
口

と
あ
る
。
妖
術
を
破
る
術
と
し
て
、
「
猪
羊
狗
」
の
「
血
」
や
、
「
機
れ
た
る

物
」
を
涙
ぐ
点
、
妖
術
が
破
れ
る
と
紙
の
人
形
・
藁
人
形
に
な
る
点
が
、
『
八

犬
伝
』
、
『
三
国
志
演
義
』
に
共
通
す
る
。

　
そ
し
て
決
定
的
な
の
は
、
「
黄
金
水
」
で
民
の
病
を
治
し
、
村
人
の
信
頼
を

得
る
素
藤
の
噂
を
聞
い
た
小
鞠
谷
如
満
が
、

　
　
民
の
惑
ひ
を
醒
さ
ず
は
、
後
漢
の
米
賊
張
角
が
、
妖
草
に
ひ
と
し
き
事
あ

　
　
ら
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
九
輯
巻
之
四
）

と
言
い
、
素
藤
を
張
角
に
等
し
い
存
在
と
評
す
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
素
藤
に
張
角
が
絡
む
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
麻
生
論
文

の
推
測
を
確
定
で
き
た
と
考
え
る
。

　
素
藤
に
張
角
を
絡
め
た
馬
琴
の
意
図
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
「
館
山
城

合
戦
」
と
「
黄
巾
の
乱
」
の
粗
筋
を
整
理
し
て
お
く
。

　
「
館
山
城
合
戦
」
の
粗
筋
は
、

　
①
素
藤
が
登
場
す
る
。

　
②
「
黄
金
水
」
で
疫
病
の
人
々
を
治
癒
す
る
。

朱
筒
計
議
曰
彼
用
妖
術
我
束
日
可
宰
猪
羊
狗
血
令
軍
士
伏
干
山
頭
候
賊
趨

来
高
披
上
澄
之
其
法
可
解
…
…
張
賓
作
法
風
雷
大
作
飛
砂
走
石
黒
気
漫
天

漆
漆
人
馬
白
天
而
下
玄
徳
撥
馬
便
走
張
賓
駆
兵
趨
来
将
過
山
頭
開
張
伏
軍

放
起
琥
永
織
物
斉
澄

飛

但
見
空
中
紙
人
草
馬
紛
紛
墜
地
風
雷
頓
息
砂
石
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
之
二
）

ま
た
『
通
俗
三
国
志
』
の
本
文
に
は
、

こ
れ
妖
術
な
り
、
何
ぞ
怪
む
に
足
ら
ん
、
明
㈲
羊
猪
の
血
を
携
へ
て
、
兵

ば
、
此
法
必
ず
破
べ
し
玄
徳
…
…
次
の
日
兵
を
進
め
け
れ
ば
…
…
里
一
心
一
六
の

ほ②
紙

に

て
造

れ

る
人

形

草

を

束

ね

た

る

②

を
山

の頂

に
伏置

き

賊

の
勢

の追
来

る時

一
度

に
酒

ぎ
か
け

さ
せ
な

①



　
③
素
藤
は
人
々
の
信
頼
を
得
て
城
主
に
な
る
が
悪
政
を
布
く
。

　
①
妙
椿
の
妖
術
で
里
見
を
困
惑
さ
せ
る
。

　
⑤
素
藤
は
最
終
的
に
、
親
兵
衛
に
捕
ら
え
ら
れ
る
。

と
な
る
。
一
方
の
「
黄
巾
の
乱
」
は
、

　
①
張
角
が
登
場
す
る
。

　
②
「
符
水
」
で
人
々
の
病
を
治
す
。

　
③
信
者
を
得
た
張
角
は
、
黄
巾
賊
首
領
と
な
り
天
下
を
乱
す
。

　
①
賊
は
妖
術
で
官
軍
を
悩
ま
せ
る
。

　
⑤
最
終
的
に
黄
巾
賊
は
、
劉
備
ら
官
軍
に
敗
れ
る
。

で
あ
る
。
②
、
④
が
本
稿
で
検
証
し
た
箇
所
で
あ
る
が
、
全
体
の
ス
ト
ー
リ
ー

展
開
が
『
八
犬
伝
』
と
『
三
国
志
演
義
』
と
一
致
す
る
。
『
三
国
志
演
義
』
は

ま
ず
、
張
角
が
「
黄
巾
の
乱
」
を
起
す
ま
で
の
経
緯
を
描
き
、
次
に
主
要
人
物

と
な
る
劉
備
・
関
羽
・
張
飛
の
桃
園
の
誓
い
を
記
す
。
張
角
が
劉
備
ら
を
登
場

さ
せ
る
起
因
と
な
る
。
同
様
に
『
八
犬
伝
』
も
、
義
通
を
誘
拐
す
る
ま
で
の
素

藤
譚
を
先
に
書
き
、
妙
椿
の
妖
術
に
苦
慮
す
る
里
見
の
救
世
主
と
し
て
親
兵
衛

を
登
場
さ
せ
る
。
素
藤
が
親
兵
衛
を
呼
び
起
す
形
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

劉
備
の
初
陣
「
黄
巾
の
乱
」
の
粗
筋
を
な
ぞ
り
、
素
藤
に
張
角
を
重
ね
る
こ
と

で
、
間
接
的
な
形
で
親
兵
衛
と
劉
備
を
関
わ
ら
せ
て
い
る
。

　
『
通
俗
三
国
志
』
で
は
、
徐
庶
（
単
福
）
の
台
詞
に
、
「
本
よ
り
君
（
劉
備
－

稿
者
補
）
の
仁
心
あ
る
由
を
聞
き
及
ぶ
」
と
あ
り
、
『
誹
諧
三
国
志
』
（
草
肥
堂

　
　
　
　
　
犬
江
親
兵
衛
の
初
陣

序
、
宝
永
六
年
〔
一
七
〇
九
〕
ル
）
に
は
、
「
劉
備
か
仁
孔
明
か
智
曹
操
か
勇
」

と
見
え
る
。
劉
備
を
「
仁
」
君
と
す
る
こ
と
が
流
布
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

確
実
な
の
は
、
『
犬
夷
評
判
記
』
⊇
一
枝
園
批
評
、
文
政
元
年
〔
一
ハ
ー
ハ
〕

刊
）
の
評
に
、
「
劉
玄
徳
が
。
江
陵
長
阪
の
敗
軍
の
ご
と
く
。
民
さ
へ
城
に
逃

げ
こ
も
り
て
。
仁
君
と
存
亡
を
。
共
に
せ
ん
と
す
る
ほ
ど
に
」
と
あ
悦
、
『
八

犬
伝
』
第
九
輯
巻
之
五
十
一
で
も
、
「
那
照
烈
〔
劉
備
字
玄
徳
〕
は
賢
君
な
り

…
…
韮
（
仁
義
忠
信
に
及
ぶ
者
な
し
」
と
す
る
こ
と
か
ら
、
馬
琴
は
劉
備
を

「
仁
」
君
と
認
識
し
て
い
た
。

　
つ
ま
り
馬
琴
は
、
親
兵
衛
に
劉
備
の
代
名
詞
「
仁
」
を
付
す
た
め
、
劉
備
の

初
陣
相
手
張
角
を
、
親
兵
衛
の
初
陣
相
手
素
藤
に
重
ね
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
二
　
「
館
山
城
合
戦
」
と
聖
徳
太
子
伝
承
「
夷
合
戦
」

　
次
に
聖
徳
太
子
伝
承
と
の
関
連
を
述
べ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
湯
浅
佳
子

「
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
と
聖
徳
太
子
伝
」
（
「
近
世
文
語
」
七
十
一
号
、
二
〇
〇

〇
年
一
月
）
が
、
掌
に
器
物
を
持
っ
て
誕
生
す
る
奇
譚
の
一
致
や
、
親
兵
衛
が

神
薬
を
用
い
て
不
殺
生
を
徹
底
す
る
点
を
あ
げ
、
親
兵
衛
と
太
子
伝
承
と
の
関

連
を
指
摘
す
る
。

　
ま
た
信
多
純
一
「
『
冨
士
山
の
本
地
』
と
『
八
犬
伝
』
」
（
『
馬
琴
の
大
夢
里
見

八
犬
伝
の
世
界
』
岩
波
書
店
二
石
○
四
年
九
月
）
も
、
母
親
が
霊
験
あ
ら
た

か
な
も
の
を
飲
み
込
む
点
を
あ
げ
、
親
兵
衛
と
太
子
の
関
連
を
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
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三
六

　
親
兵
衛
と
太
子
と
が
一
致
す
る
特
徴
の
中
で
、
湯
浅
論
文
、
信
多
論
文
が
と

も
に
指
摘
す
る
の
は
、
太
子
の
黒
駒
伝
承
で
あ
る
。
太
子
は
二
十
七
歳
の
と
き
、

甲
斐
の
国
よ
り
名
馬
黒
駒
を
献
上
さ
れ
る
。
信
多
論
文
は
こ
の
伝
承
を
踏
ま
え
、

親
兵
衛
の
二
頭
の
愛
馬
青
海
波
・
走
帆
と
、
黒
駒
と
の
共
通
点
を
あ
げ
る
。
そ

し
て
「
親
兵
衛
と
二
疋
の
神
馬
に
絡
む
展
開
は
、
聖
徳
太
子
と
黒
駒
伝
承
と
照

応
し
て
い
る
」
と
結
論
づ
け
る
。

　
信
多
論
文
が
取
り
あ
げ
て
い
る
箇
所
を
見
る
。
『
八
犬
伝
』
第
九
輯
巻
之
八
、

館
山
城
に
赴
く
親
兵
衛
に
、
義
実
は
名
馬
青
海
波
を
与
え
る
。
青
海
波
の
様
子

は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
（
図
１
）
。

　
　
現
そ
の
形
勢
、
凡
庸
な
ら
ず
。
毛
色
は
、
蒼
と
白
を
雑
え
て
、
鱗
の
像
く

　
　
波
に
似
た
り
。
…
…
一
一
】
・
心
馬
、
高
七
尺
有
余
、
骨
法
右
の
趣
に
、
及
ざ
る
者

　
　
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
龍
と
朧
の
問
た
り
。
　
　
　
　
　
（
第
九
輯
巻
之
八
）

　
信
多
論
文
は
右
の
青
海
波
を
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
刊
『
聖
徳
太
子

伝
』
に
出
て
く
る
、
里
駒
（
図
２
）
と
関
連
づ
け
て
説
明
す
娠
。

　
　
こ
の
馬
は
本
信
濃
国
の
井
上
の
牧
に
四
の
脚
し
ろ
き
黒
駒
あ
り
け
る
に
天

　
　
竜
そ
の
う
へ
に
落
か
ゝ
り
・
て
則
こ
の
黒
駒
を
ば
う
め
り
・
・
・
・
：
此
黒
駒
は
神

　
　
力
自
在
の
竜
馬
な
り
。
　
　
　
　
（
巻
六
「
廿
七
歳
　
甲
斐
黒
駒
之
事
ビ

　
し
か
し
、
こ
こ
に
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
一
つ
目
は
、
黒
駒
の
黒
い
毛
色
に

対
し
て
青
海
波
は
白
が
基
調
の
青
い
波
模
様
で
あ
る
。
図
１
の
青
海
波
と
図
２

の
黒
駒
の
挿
絵
を
比
べ
て
も
、
明
ら
か
に
毛
色
が
異
な
る
。
『
八
犬
伝
』
の
も

　　　g‾l　　　　　　　　　　　j

-……り　

繋

じ礼譲･宍。蜃　　　｜

|

斟膳

…

…

ノ

｡･'沓仰嶺　　　　一入　、
ぉｊ　　｡･、　　　　　　　R鸚９

?

・j

廼四回J ･……－……i

－、

娠

'－｡･　　　咎‘I　e．　　　　　　　　ｙ｡　　　　　１

－

゛…………･ぐ

⌒

ふ！

目ｦ
郷

|

|

織で゛”……

1

…

…

i
万年hjll尚尚作｜

　　‥‥‥　　‥‥‘'‘　　　　　　　　ｊ

に十

賢

づ……

……

|

１　　　ヅ▽安’　　　ｌ;

皿然豪畷傘ぞｙ弥｡､｡　　　　　'　　　　　　　　　　　………

虻

之Ｔ犬

……

……

　涸ｒ｀一戸四雰　‥　　　”
；　I

R4　　　　jy　

噺……
Ｊ　　ﾏ訟　　　　　　　　　ｓ座レ汀宍陶　諮

１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　３　　Ｘ　-い,　（椚

　一　

－で……

こ。’|朧

ｋ　　　　　　　　　’可卜　４’・ -”‘｀Iｽ’｡･………J:j=゛’ﾔﾆﾑ｀7･,.ｓ｀Sき

こ　　　縦j9騒・　　……l jj宍1でTI｀，

EI　ド麟………

,『

し。ｶｿﾞ

I

F卜　　　”｀”ｌ　　願　　七生屯‘e’‘゛｀゛

ｙ
づ…

…1:

|rﾉ

‘;1，j台圖

』　で゛町靉11

;I

H，・

：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　気こﾌﾞ　　　ｱ‘゜ヽ　ｙＪ蕊

｜　　　ぃー｜……
…

…靉則

j　　　　　　　　　　,琵゛　　　　　　　｀ａ孤忠

1，-ｓ自警　’，｀　　　　　｜

/

「TFF

馬け　　　　　　　　　　」

言1犬

……

９

台呻吟皿畔

／｀’　　　　　　｀゛’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡･i

｜

｜

ｊ

ｌ

ｌ



犬
江
親
兵
衛
の
初
陣

図２『聖徳太子伝』巻六（四十四オ）

　　　（同志社大学図書館所蔵）

　　図３『太子かいてふ記』（十オ）

（東京都立中央図書館東京誌料文庫所蔵）

う
一
頭
の
神
馬
走
帆
は
四
の
脚
が
白
い
。
走
帆
と
黒
駒
の
毛
色
が
共
通
す
る
だ

け
に
、
白
葦
毛
の
青
海
波
の
典
拠
と
し
て
黒
駒
で
は
合
わ
な
い
。

　
二
つ
目
は
、
図
１
と
図
２
を
比
べ
る
と
、
親
兵
衛
と
太
子
の
装
束
が
異
な
る

こ
と
で
あ
る
。
図
２
は
、
太
子
が
諸
国
の
伽
藍
を
詣
で
富
士
に
至
る
場
面
で
あ

り
、
図
１
は
親
兵
衛
が
館
山
城
へ
戦
闘
に
赴
く
場
面
で
あ
る
。
合
戦
の
典
拠
が
、

太
子
の
「
巡
礼
」
伝
承
で
よ
い
か
。
典
拠
と
し
て
よ
り
適
切
な
も
の
を
指
摘
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
、
青
海
波
の
「
白
」
い
毛
色
は
何
に
拠
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
聖
徳
太
子

伝
承
「
夷
合
戦
」
を
あ
げ
る
。
「
夷
合
戦
」
は
、
太
子
が
十
歳
の
と
き
に
日
本

侵
略
を
企
む
蝦
夷
の
夷
を
、
神
通
力
を
発
揮
し
て
退
け
る
伝
承
で
あ
る
。

　
『
聖
徳
太
子
伝
』
巻
二
、
太
子
は
数
千
万
の
夷
が
集
結
す
る
城
に
向
か
う
。

太
子
だ
ゞ
御
一
（
し
ろ
き
御
馬
に
め
し
て
え
び
す
が
城
へ
う
ち
む
か
は
せ

給
ひ
け
る
わ
ざ
と
御
と
も
の
人
を
ば
め
し
く
せ
ら
れ
ず
た
ゞ
蘇
我
の
大
臣

　
　
ば
か
り
御
と
も
つ
か
う
ま
つ
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
「
十
歳
　
千
島
夷
合
戦
之
事
ビ

　
太
子
は
「
し
ろ
き
御
馬
」
に
乗
り
・
、
供
を
Ｉ
人
連
れ
る
。
赤
本
『
聖
徳
太

子
』
（
近
藤
清
春
画
、
刊
行
年
不
明
）
は
「
夷
合
戦
」
の
場
面
を
、
「
夷
、
日
本

へ
攻
め
来
た
る
。
太
子
白
馬
に
乗
り
、
大
勢
の
夷
の
中
へ
乗
り
込
み
、
馬
に
て

山
を
崩
し
、
岩
を
蹴
立
て
て
つ
い
に
夷
を
平
ら
げ
給
う
」
と
す
柚
。
図
３
の
赤

本
『
太
子
か
い
て
ふ
記
』
（
鳥
居
清
経
画
、
刊
行
年
不
明
）
も
、
太
子
が
白
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七

②
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図４『聖徳太子伝』巻二（三十四オ）

　　　（同志社大学図書館所蔵）

　　図５『太子かいてふ記』（九才）

（東京都立中央図書館東京誌料文庫所蔵）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

に
跨
り
夷
だ
ち
と
戦
う
様
子
を
描
く
。

　
つ
ま
り
「
白
馬
」
は
、
「
夷
合
戦
」
伝
承
の
特
徴
の
Ｉ
つ
と
い
え
る
。

　
さ
ら
に
「
夷
合
戦
」
に
お
け
る
太
子
は
、
強
力
な
道
具
、
黄
金
の
「
鞭
」
を

持
つ
。
夷
は
太
子
と
の
戦
い
の
中
で
、
岩
を
城
の
上
か
ら
投
げ
っ
け
よ
う
と
す

る
（
図
４
）
。
太
子
は
「
鞭
」
を
振
り
上
げ
、
岩
を
受
け
止
め
跳
ね
返
す
。
『
聖

徳
太
子
伝
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　
太
子
…
…
め
さ
る
こ
所
の
御
馬
に
金
の
ぶ
ち
を
あ
て
給
ひ
け
れ
ば
御
馬
だ

　
　
ち
ま
ち
に
こ
く
う
に
あ
か
り
・
・
・
・
：
あ
ら
え
び
す
と
も
ば
ん
じ
や
く
を
い
だ

　
　
き
て
け
る
か
に
た
か
き
峰
よ
り
太
子
に
な
げ
か
け
た
て
ま
つ
り
侍
れ
は
太

子
…
・
り
・

ま
ひ

の
御
む
ち
に
う
ち
あ
は
せ
た
か
さ
一
丈
ば
か
り
七
度
ま
で
上
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
「
十
歳
　
千
島
夷
合
戦
之
事
ビ

　
図
３
の
赤
本
『
太
子
か
い
て
ふ
記
』
は
、
「
こ
が
ね
の
む
ち
に
て
ば
ん
じ
や

く
を
は
ね
と
ば
し
」
と
書
き
、
図
５
で
も
太
子
は
右
手
で
鞭
を
ふ
り
あ
げ
て
い

る
。
黒
本
『
聖
徳
太
子
』
（
著
者
不
明
、
明
和
八
年
（
一
七
七
二
刊
）
は
、

敵
が
投
げ
た
岩
を
鞭
で
受
け
る
太
子
の
様
子
を
描
写
す
仙
。

　
す
な
わ
ち
、
「
白
馬
」
と
「
鞭
」
は
「
夷
合
戦
」
に
お
け
る
太
子
の
特
徴
と

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
改
め
て
、
親
兵
衛
の
挿
絵
（
図
１
）
を
確
認
す
る
。

　
①
白
葦
毛
の
馬
に
乗
る
。

　
②
供
に
与
四
郎
∵
人
を
連
れ
る
。
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③
右
手
に
鞭
を
持
つ
。

と
い
っ
た
親
兵
衛
の
様
相
で
あ
る
。
「
夷
合
戦
」
伝
承
の
、

　
①
白
馬
に
跨
り
、

　
②
蘇
我
大
臣
丁
人
を
供
と
し
、

　
③
鞭
を
右
手
に
持
つ
、

太
子
の
様
相
と
合
致
す
る
。
先
に
問
題
と
し
た
装
束
の
相
違
も
、
「
合
戦
」
と

い
う
場
面
設
定
が
共
通
す
る
こ
と
で
説
明
が
つ
く
。

　
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
「
館
山
城
合
戦
」
で
は
、
親
兵
衛
の
口
か
ら
「
聖

徳
太
子
」
の
名
が
出
る
。
『
八
犬
伝
』
第
九
輯
巻
之
八
、
館
山
城
に
到
着
し
た

親
兵
衛
は
、
国
使
と
し
て
素
藤
と
の
対
面
を
請
う
。

　
　
目
今
寄
隊
の
使
者
と
称
て
、
額
髪
あ
る
鏡
子
〔
径
語
に
人
の
親
た
る
も
の

　
　
其
子
を
セ
ガ
レ
と
い
ふ
。
セ
ガ
レ
は
拙
郎
の
よ
し
な
り
。
そ
を
又
転
じ
て

　
　
後
生
を
罵
て
セ
ガ
レ
と
い
ふ
こ
と
近
世
の
軍
記
に
見
え
た
り
。
余
も
皆
こ

　
　
れ
に
倣
ひ
つ
〕
　
一
名
・
：
…
対
面
を
請
ふ
と
い
へ
り
。
　
（
第
九
輯
巻
之
八
）

　
素
藤
方
は
親
兵
衛
に
対
し
「
額
髪
あ
る
狼
子
」
と
、
若
者
を
罵
る
言
葉
を
使

っ
。
一
方
『
聖
徳
太
子
伝
』
で
、
城
に
着
い
た
太
子
を
見
た
夷
は
、

い
ま
だ
十
歳
は
か
り
に
し
て
幼
稚
不
肖
な
り
・
い
や
し
く
お
も
ひ
た
て
ま
つ

り
侍
り
け
る
こ
れ
ほ
と
の
幼
少
な
る
小
童
た
と
ひ
聖
人
た
り
と
い
ふ
と
も

　
　
何
事
か
あ
ら
ん
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
「
十
歳
　
千
島
夷
合
戦
之
事
ヒ

と
言
う
。
た
と
え
聖
人
で
あ
っ
て
も
、
僅
か
十
歳
ば
か
り
の
少
年
な
ど
恐
る
る

　
　
　
　
　
犬
江
親
兵
衛
の
初
陣

に
足
ら
ず
と
夷
は
太
子
を
見
く
び
る
。
城
の
前
で
少
年
と
い
う
理
由
か
ら
侮
ら

れ
る
点
で
、
親
兵
衛
と
太
子
は
一
致
す
る
。
そ
の
と
き
親
兵
衛
は
、

古
の
、
賢
し
き
人
の
例
を
思
ふ
に
、
…
…
厩
戸
の
皇
子
〔
聖
徳
太
子
〕
の

　
　
ご
と
き
は
、
生
な
が
ら
の
聖
に
て
、
聡
明
容
智
偕
稀
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
九
輯
巻
之
八
）

と
言
い
返
す
。
聖
徳
太
子
を
生
ま
れ
な
が
ら
の
聖
と
し
、
太
子
の
神
童
性
を
強

調
す
る
。
わ
ず
か
九
歳
で
単
身
館
山
城
に
乗
り
込
み
、
素
藤
を
捕
ら
え
る
親
兵

衛
も
ま
た
神
童
で
あ
る
。
信
多
論
文
は
右
の
原
文
を
、
「
富
山
を
名
馬
に
て
下

り
、
赴
く
所
の
問
答
で
聖
徳
太
子
名
を
記
す
」
と
、
『
八
犬
伝
』
に
お
け
る
富

山
が
富
士
山
と
見
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
「
黒
駒
」
伝
承
と
関
連

づ
け
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
あ
げ
て
き
た
こ
と
を
見
る
と
、
「
夷
合
戦
」
伝

承
が
利
用
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
一
体
の
木
像
を
示
す
。
松
韻
寺
（
愛
知
県
安
城
市
）
に
は
、
江
戸
期

に
製
作
さ
れ
た
と
す
る
木
造
太
子
乗
馬
像
が
所
蔵
さ
れ
る
。
稿
者
が
実
見
し
た

と
こ
ろ
、
残
念
な
が
ら
銘
が
彫
ら
れ
て
お
ら
ず
、
制
作
年
等
も
確
定
で
き
な
か

っ
た
（
図
６
）
。
だ
が
、
太
子
が
白
馬
に
跨
り
、
右
手
に
鞭
を
持
ち
、
口
取
り

が
一
人
い
る
こ
の
像
は
、
親
兵
衛
が
白
葦
毛
の
青
海
波
に
跨
り
、
右
手
に
鞭
を

持
ち
、
口
取
り
に
一
人
連
れ
る
形
象
と
合
致
す
る
。
稿
者
は
馬
琴
が
こ
の
太
子

像
を
実
際
に
見
た
、
と
考
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
「
夷
合
戦
」
の
太
子

の
形
象
は
絵
本
や
伝
承
、
信
仰
に
よ
っ
て
流
布
し
て
い
た
と
み
な
し
て
よ
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九



犬
江
親
兵
衛
の
初
陣

図６　松韻寺蔵　木造太子東町像

　　　　　　　　　　　　　(稿者撮影)

で
は
な
い
か
。
何
よ
り
・
「
館
山
城
合
戦
」
時
の
親
兵
衛
は
九
歳
、
「
夷
合
戦
」

時
の
太
子
は
十
歳
で
二
人
の
年
齢
は
近
く
、
親
兵
衛
は
「
館
山
城
合
戦
」
が
、

太
子
は
「
夷
合
戦
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
初
陣
な
の
で
あ
る
。
親
兵
衛
は
早
熟
の
少

年
犬
士
で
神
童
性
が
あ
り
、
聖
徳
太
子
も
ま
た
少
年
武
神
と
し
て
、
夷
と
戦
い

神
童
ぶ
り
を
発
揮
す
る
。
『
八
犬
伝
』
の
読
者
と
な
る
人
々
の
意
識
に
は
、
白

馬
に
跨
り
、
鞭
を
振
り
上
げ
夷
と
戦
う
十
歳
の
少
年
、
聖
徳
太
子
の
姿
が
存
在

し
え
た
。
馬
琴
は
「
館
山
城
合
戦
」
の
親
兵
衛
に
、
「
夷
合
戦
」
に
お
け
る
太

子
の
形
象
を
用
い
る
こ
と
で
、
太
子
の
人
物
像
を
親
兵
衛
に
重
ね
た
の
で
あ
る
。

三
　
「
夷
合
戦
」
不
殺
生
の
「
仁
」

四
〇

　
で
は
親
兵
衛
の
典
拠
に
「
夷
合
戦
」
の
太
子
像
を
用
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、

太
子
の
人
物
像
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
ま
ず
『
八
犬
伝
』
の
親
兵
衛
の
人
物

像
を
見
る
。
「
仁
」
の
霊
玉
を
持
つ
親
兵
衛
が
不
殺
生
を
徹
底
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
従
来
論
考
が
数
多
い
。
が
、
神
薬
を
以
て
死
ん
だ
人
を
生
き
返
ら
せ

る
、
と
い
っ
た
親
兵
衛
の
特
異
性
ゆ
え
に
、
対
管
領
戦
に
集
中
す
ら
。
し
か
し

親
兵
衛
は
「
館
山
城
合
戦
」
で
も
、
不
殺
生
を
実
践
す
る
。

　
『
八
犬
伝
』
第
九
輯
巻
之
九
、
里
見
家
で
は
素
藤
の
処
罰
に
つ
い
て
詮
議
が

開
か
れ
る
。

　
　
辰
相
は
、
義
成
主
に
菓
す
や
う
、
「
素
藤
椚
を
誄
罰
の
事
、
稲
村
へ
牽
す

べ
き
や
、
⊇
・
こ
里
に
て
臭
首
せ
し
め
ん
や
。
願
ふ
は
は
や
く
天
罰
を
、
示
し

て
後
の
兇
奸
を
、
懲
し
給
ひ
ね
。
」
と
請
ま
つ
る
を
貨
義
成
聞
つ
｀
頷
き

て
、
「
そ
の
義
も
亦
親

衛

、
思
ふ
旨
こ
そ
あ
ら
ん
ず
ら
め
。
仁
は

③
　
　
　
　
｀
‘

を
佳
と
す
る
や
。
」
と
問
れ
て
親
兵
衛
膝
を
我
め
て
「
…
・
ぃ
・
願
ふ
は
我
君

格
別
の
、
仁
政
を
施
し
て
、
他
椚
が
頭
顧
を
接
し
給
へ
。
…
…
任
営
牡
ば
今

素
藤
椚
を
、
饒
し
て
追
放
し
給
ふ
と
も
、
又
何
ば
か
り
の
事
を
せ
ん
。
非

如
今
戌
頭
顧
を
斬
臭
給
ふ
と
も
、
当
家
の
政
事
仁
義
に
違
ひ
て
、
武
徳
衰

へ
給
ふ
こ
と
あ
ら
ば
、
奸
民
必
武
を
接
て
、
叛
く
も
の
多
か
ら
ん
。
願
ふ

は
仁
恕
の
お
ん
計
ひ
こ
そ
、
あ
ら
ま
ほ
し
く
候
な
れ
…
…
ヱ
堡
今
王
は
、

①

各

l U

り
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「
六
郎
が
意
も
そ
の
理
あ
り
。
我
も
如
右
こ
そ
思
ひ
し
に
筒
親
兵
衛
が
論

「
汝
が
意
二
如
何
ご
太
子
奏
シ
テ
曰
サ
ク
ヽ
「
…
…
（
コ
、
ぐ
群
臣
ノ
議
ル

（
、
皆
衆
生
ヲ
滅
ス
（
之
）
事
也
。
児
ガ
意
二
以
ヘ
ラ
ク
先
ヅ
魁
帥
ヲ
召

シ
テ
、
贈
特
大
重
ス
加
ビ
教
喩
ヲ
加
ヘ
テ
、
其
ノ
重
キ
盟
ヲ
取
テ
≒

放
シ
テ
本
洛
二
還
シ
テ
、
加
重
腺
ヲ
賜
テ
、
其
ノ
貪
性
ヲ
奪
ヒ
タ
マ
ヘ
ト

為
ヘ
リ
。
卜
天
皇
大
二
悦
テ
…
…

（
上
巻
）

　
群
臣
は
夷
の
処
刑
を
意
見
す
る
が
、
太
子
は
殺
生
を
避
け
、
本
国
に
帰
す
旨

を
進
言
す
る
。
天
皇
は
太
子
の
意
見
を
採
用
す
る
。

　
す
な
わ
ち
、
辰
相
〔
群
臣
〕
は
謀
叛
者
の
処
刑
を
意
見
す
る
が
、
義
成
〔
天

皇
〕
が
親
兵
衛
〔
聖
徳
太
子
〕
に
考
え
を
聞
く
と
、
徳
を
以
て
追
放
す
る
〔
本

国
に
帰
す
〕
よ
う
進
言
す
る
展
開
は
、
『
八
犬
伝
』
、
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
と
合

致
し
て
い
る
。

重
要
な
の
は
、
親
兵
衛
も
太
子
も
殺
生
を
好
ん
で

い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
親

兵
衛
は
、
賊
を
許
し
て
首
を
繋
げ
る
不
殺
生
が
「
仁
恕
」
の
行
い
で
あ
る
と
言

う
。
聖
徳
太
子
も
ま
た
、
夷
を
処
刑
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
。

　
親
兵
衛
は
第
九
輯
巻
之
七
で
、

　
　
今
よ
り
勉
め
て
殺
生
を
、
好
ま
で
忠
恕
側
隠
を
、
心
と
せ
ば
事
足
り
て
ん
。

　
　
…
…
口
（
当
前
の
敵
を
撃
て
、
降
る
を
殺
さ
ず
、
走
る
を
捨
て
、
人
を
征
す

　
　
る
に
徳
を
も
て
せ
ば
、
則
忠
恕
の
義
に
称
ふ
て
、
仁
と
い
ふ
名
に
羞
ざ
る

べ
し
。

（
第
九
輯
巻
之
七
）

　
　
れ
ば
、
法
度
を
緩
め
て
追
放
つ
と
も
、
誰
か
亦
こ
れ
を
非
と
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
九
輯
巻
之
九
）

詮
議
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
以
下
の
四
点
で
あ
る
。

　
①
辰
相
は
素
藤
の
処
刑
を
進
言
す
る
。

　
②
義
成
が
親
兵
衛
に
考
え
を
尋
ね
る
。

　
③
親
兵
衛
は
、
素
藤
を
赦
し
て
追
放
処
分
に
す
る
よ
う
進
言
す
る
。

　
④
義
成
は
親
兵
衛
の
意
見
を
採
用
し
、
素
藤
を
追
放
処
分
に
処
す
。

　
親
兵
衛
は
、
素
藤
の
「
頭
顧
を
斬
臭
」
る
こ
と
が
里
見
家
の
「
仁
義
に
違
」

う
行
為
で
あ
る
と
し
、
素
藤
助
命
を
意
見
す
る
。
こ
こ
に
「
館
山
城
合
戦
」
に

お
け
る
親
兵
衛
の
「
仁
」
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

馬
琴
が
所
蔵
す
仙
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
（
延
喜
一
七
年
〔
九
一
七
〕
成
立
）

上
巻
、
太
子
十
歳
の
項
で
、
敏
達
天
皇
は
攻
め
よ
せ
た
蝦
夷
へ
の
対
応
に
つ
い

て
群
臣
と
協
議
す
仙
。
な
お
、
傍
線
に
付
し
た
算
用
数
字
は
、
『
八
犬
伝
』
の

ポ
イ
ン
ト
と
対
応
す
る
。

　
　
蝦
夷
数
千
、
（
於
）
辺
境
二
寇
ス
。
天
皇
、
群
臣
ヲ
召
シ
テ
、
征
討
ノ

　
　
（
之
）
事
ヲ
議
ル
。
時
に
於
て
太
子
、
側
二
侍
テ
、
耳
ヲ
疎
テ
ヽ
左
右
二
、

群
臣
ノ
論
ウ
ヲ
聞
キ
タ
マ
ふ
。

　
　
　
犬
江
親
兵
衛
の
初
陣

ヲ
召
シ
テ
詔
シ
テ
曰
夕
、
　
と
述
べ
る
。
こ
の
台
詞
は
「
館
山
城
合
戦
」
に
赴
く
前
に
語
ら
れ
る
の
だ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

①

　塵天

皇

近

ク
太

子

ヲ
召

ビ

ア
詔

と

ア
曰

ク

て
せ
ば

我
後

い
よ
く

長
久

なら

ん

現
素
藤
は

国
賊

に
あ
ら
ざ

弁
は

又
一
級

の
上

に在

り

残

に克
殺

を
去
り

寇

に
報
ふ

に
徳

を
も



　
　
　
　
　
犬
江
親
兵
衛
の
初
陣

親
兵
衛
は
「
殺
生
を
、
好
ま
で
」
、
「
降
る
を
殺
さ
ず
」
と
述
べ
た
と
お
り
・
、

「
館
山
城
合
戦
」
で
一
人
も
殺
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
対
管
領
戦
よ
り
以
前
の

初
陣
で
、
親
兵
衛
の
不
殺
生
の
「
仁
」
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
。

　
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
の
、
敏
達
天
皇
七
年
、
推
古
天
皇
十
九
年
の
項
に
は
、

　
　
此
ノ
日
（
梵
天
、
帝
釈
、
降
ツ
テ
国
ノ
政
ヲ
見
（
ス
。
故
二
殺
生
ヲ
禁
ジ

タ
マ
ヘ
リ
。
是
レ
仁
之
基
也
。
仁
卜
聖
与
（
其
ノ
心
近
シ

釈
氏
の
五
戒
に
は
、
一
に
不
殺
生
、
外
典
の
仁
也
。

（
上
巻
）

（
下
巻
）

と
、
殺
生
を
禁
ず
る
こ
と
を
「
仁
」
の
基
本
と
す
る
記
述
が
見
え
る
。
『
聖
徳

太
子
伝
暦
』
を
閲
読
し
た
馬
琴
が
、
親
兵
衛
の
「
仁
」
を
形
成
す
る
に
あ
た
っ

て
、
太
子
が
不
殺
生
を
「
仁
」
と
す
る
記
述
や
、
「
夷
合
戦
」
後
の
詮
議
の
展

開
を
参
照
し
た
こ
と
は
確
定
で
き
る
。

　
つ
ま
り
、
太
子
が
「
夷
合
戦
」
時
に
行
っ
た
不
殺
生
の
「
仁
」
行
を
、
親
兵

衛
が
「
館
山
城
合
戦
」
で
同
様
に
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
親
兵
衛
に
太
子
の

「
仁
」
性
が
重
な
り
、
仁
の
名
に
羞
じ
ぬ
「
仁
」
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
ま
と
め

　
以
上
、
『
八
犬
伝
』
の
「
館
山
城
合
戦
」
は
、
『
三
国
志
演
義
』
「
黄
巾
の
乱
」

と
、
聖
徳
太
子
伝
承
「
夷
合
戦
」
に
拠
る
と
い
え
る
。
馬
琴
は
「
館
山
城
合

戦
」
の
親
兵
衛
を
、
中
国
の
「
仁
」
君
劉
備
と
、
聖
徳
太
子
を
使
い
表
現
し
た
。

馬
琴
は
ま
ず
、
劉
備
の
初
陣
「
黄
巾
の
乱
」
の
敵
張
角
（
黄
巾
賊
）
の
様
相
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

す
な
わ
ち
「
符
水
」
や
「
妖
術
」
を
、
親
兵
衛
の
初
陣
相
手
で
あ
る
素
藤
・
妙

椿
に
付
す
こ
と
で
、
間
接
的
に
劉
備
の
「
仁
」
を
親
兵
衛
に
重
ね
た
。
さ
ら
に

「
夷
合
戦
」
伝
承
に
お
け
る
太
子
の
、
白
馬
に
跨
り
、
十
歳
で
夷
を
退
治
す
る

神
童
性
、
不
殺
生
の
「
仁
」
性
を
、
九
歳
の
親
兵
衛
に
与
え
た
。

　
馬
琴
は
、
親
兵
衛
の
初
陣
を
描
く
に
あ
た
り
、
劉
備
の
初
陣
「
黄
巾
の
乱
」

と
聖
徳
太
子
の
初
陣
「
夷
合
戦
」
伝
承
を
、
単
独
で
は
な
く
重
層
的
に
利
用
す

る
こ
と
で
、
劉
備
と
聖
徳
太
子
の
「
仁
」
を
親
兵
衛
に
賦
与
し
た
の
で
は
な
い

か
。注①

　
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
（
小
池
籐
五
郎
校
訂
、
岩
波
書
店
、
▽
几
八
四
年
十
一
月
－

　
▽
几
八
五
年
八
月
）
に
よ
る
。
た
だ
し
振
り
仮
名
は
外
し
た
。
以
下
の
引
用
も
基
本

　
的
に
同
様
で
あ
る
。

②
　
沃
田
啓
介
「
八
犬
伝
依
拠
小
孜
」
（
「
読
本
研
究
」
第
一
輯
、
▽
几
八
七
年
四
月
）
。

　
　
播
本
億
一
「
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
の
神
々
－
素
藤
・
妙
椿
譚
を
め
ぐ
っ
て
」

　
（
「
国
語
と
国
文
学
」
第
七
十
三
巻
五
号
、
▽
几
九
六
年
五
月
、
板
坂
則
子
編
『
馬

　
琴
』
若
草
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
所
収
）
。

　
　
崔
香
蘭
・
胡
立
琴
「
中
国
神
魔
小
説
の
馬
琴
長
編
読
本
へ
の
影
響
」
（
「
語
文
」
第

　
百
二
十
七
輯
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）
。

③
　
『
四
大
奇
書
第
一
種
』
（
同
志
社
大
学
図
書
館
所
蔵
本
）
に
よ
る
。

④
　
徳
田
武
編
『
三
国
志
』
（
ゆ
ま
に
書
房
、
▽
几
八
四
年
一
月
）
に
よ
る
。

⑤
　
長
滞
規
矩
也
『
後
漢
書
』
（
汲
古
書
院
、
▽
几
七
二
年
二
月
）
に
よ
る
。
私
的
に

　
書
き
下
し
文
に
改
め
た
。



⑥
　
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
に
よ
る
。

⑦
　
鈴
木
勝
忠
編
『
雑
俳
集
成
　
私
家
版
３
期
８
』
（
一
九
九
七
年
十
月
）
に
よ
る
。

⑧
　
中
野
三
敏
編
『
江
戸
名
物
評
判
記
集
成
』
（
岩
波
書
店
、
▽
几
八
七
年
六
月
）
に

　
よ
る
。

⑤
　
同
志
社
大
学
図
書
館
所
蔵
本
に
よ
る
。

⑩
）
　
鈴
木
重
三
・
木
村
八
重
子
『
近
世
子
ど
も
の
絵
本
集
江
戸
篇
』
（
岩
波
書
店
、
一

　
九
八
五
年
七
月
）
に
よ
る
。

⑨
　
湯
浅
佳
子
二
翻
・
複
〉
黒
本
『
聖
徳
太
子
』
に
つ
い
て
」
（
『
叢
』
第
十
九
号
、

　
▽
几
九
七
年
六
月
）
に
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

⑩
　
沃
田
啓
介
「
八
犬
伝
の
構
想
に
於
け
る
対
管
領
戦
の
意
義
」
（
「
国
語
国
文
」
第
二

　
三
巻
十
号
、
▽
几
五
四
年
十
月
、
『
近
世
小
説
・
営
為
と
様
式
に
関
す
る
私
見
』
京

　
都
大
学
学
術
出
版
会
、
一
九
九
三
年
十
二
月
所
収
）
。

　
　
前
田
愛
「
『
八
犬
伝
』
の
世
界
」
（
「
文
学
」
第
三
十
七
巻
十
二
号
、
▽
几
六
九
年

　
十
二
月
）
。

　
　
野
口
雄
彦
「
「
仁
」
の
千
年
王
国
－
『
八
犬
伝
』
の
対
管
領
大
戦
争
を
め
ぐ
っ
て

　
ー
」
（
「
日
本
語
学
」
第
九
巻
四
号
、
▽
几
九
〇
年
四
月
、
『
江
戸
と
悪
『
八
犬
伝
』

　
と
馬
琴
の
世
界
』
角
川
書
店
、
▽
几
九
二
年
二
月
所
収
）
。

⑩
　
服
部
仁
「
馬
琴
所
蔵
本
目
録
（
ロ
ー
翻
刻
『
著
作
堂
俳
書
目
録
』
並
に
『
曲
亭
蔵

　
書
目
録
』
－
」
（
「
同
朋
大
学
論
叢
」
第
四
十
号
、
▽
几
七
九
年
六
月
、
『
馬
琴
研
究
資

　
料
集
成
　
第
五
巻
』
ク
レ
ス
出
版
、
二
〇
〇
七
年
六
月
所
収
）
及
び
、
日
本
随
筆
大

　
成
編
輯
部
『
日
本
随
筆
大
成
〈
第
一
期
〉
５
』
（
吉
川
弘
文
館
、
▽
几
七
五
年
六
月
）

　
に
よ
る
。

⑩
　
日
中
文
化
交
流
史
研
究
会
編
『
パ
特
対
談
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
影
印
と
研
究
』

　
（
桜
楓
社
、
▽
几
八
五
年
十
二
月
）
に
よ
る
。

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
、
平
成
十
九
年
度
日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
で
の
口
頭
発
表
に
基

　
　
　
　
犬
江
親
兵
衛
の
初
陣

づ
く
。
発
表
後
、
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
諸
先
生
方
に
、
末
筆
な
が
ら
御
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
資
料
の
掲
載
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
束
京
都
立
中
央
図
書
館
束
京
誌

料
文
庫
、
関
西
大
学
図
書
館
に
対
し
、
深
謝
い
た
し
ま
す
。

四
三
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